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ニガイチゴ

　山地の林縁や荒れ地などに生える落葉低木で
す。茎や枝にはトゲが多く、白いロウ質の粉がつ
いて白く見えます。4～5月ごろ、白い花が咲き
ます。花弁が細いので、キイチゴ属の他の種類と
の区別に役立ちます。果実は6～7月ごろに赤く
熟します。果実の液汁は甘いのですが、中の種子
をつぶすと苦いので、ニガイチゴといいます。

常陸大宮市の人口
（2月1日現在・推定常住者）

総人口　38,455人　世帯数　15,650世帯
（男　19,002人　 女　19,453人）

　栃木県矢板市立豊田小学校から本市に礼状が届きました。

　昨年12月に常陸大宮市民（匿名）の方から、豊田小学校に１通の手紙が届いたという内容でした。

　同年11月ごろ、その方の自宅庭に割れた風船が落ちており、その紐の先に付いていた袋の中にマリーゴー

ルドの種が入っていました。調べてみると、今年の春、統合によって閉校する豊田小学校の記念行事の際

に、児童が飛ばした風船の一つが風に乗って、遠い栃木県から常陸大宮市まで運ばれたものでした。拾っ

た方のお子さんも小学校時代に実際に閉校を体験していることから、豊田小学校の児童や保護者・職員の

方々、そして地域の方に向けた温かいメッセージが書かれていたそうです。

　豊田小学校の碓
うす い

氷校長からは、「豊田小学校の児

童が育てたマリーゴールドの種が、常陸大宮市まで

運ばれ、その種を拾った方から心温まるエールをい

ただき、本当にありがたく思っています」とのお言

葉をいただきました。

　１つの風船によって、ホッと心温まるできごとが

おきました。

▲この中の1つの風船が、常陸大宮市まで飛んできました！

〜風船が運んだすてきな縁〜ほ っ と ニ ュ ー ス
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